
 

 

米不法移民摘発に対するデモ（６１０号） 

            ２０２５年 ６月 石館 

 

米ロサンゼルスで不法移民摘発への抗議デモが続いている。厳戒態勢が敷かれ

ているのは中心部の一部だが、炎上する車両や警察との衝突映像がＳＮＳに溢

れる。 

アメリカにおける移民の考え方だが、不法移民と合法移民との差は極めて小さ

い。父、母が非合法移民であっても、子供がアメリカで生まれたらアメリカ人。 

父や母を強制的に追い出すことは人道的にも出来ず、アメリカ人が路頭に迷う

ことになる。そして非合法移民が経済の下支えをしていることは間違いない。そ

もそもが“移民の国”であるアメリカ。そのため、排除ではなく共存の道を歩んで

きた。 

全米の３００くらいの都市は聖域都

市（サンクチュアリシティ）で、不法

移民・非合法移民の摘発をしない政

策になっている。ただ大きなポイン

トとなるのは、聖域都市というのは

都市部で、民主党支持者の強い所。一

方でトランプ支持者の多くは都市部

以外でで、そもそも非合法移民を見

たことが無い、自分の周りにいない。 

 

そうした都市部以外の人々に対して、“仕事を奪われる”“犯罪者が増える”と訴え、

印象付けたトランプ大統領。ところが実際には、失業率は１９６０年以降、最も

低い水準で、アメリカ生まれのアメリカ人の方が犯罪率が高いというデータが

ある。 

 

トランプ政権は１日３０００人の不法移民の摘発というノルマを課している。

特に民主党が優勢で首長が民主党員の都市部で反発が起きたら、民主党の対応

の悪さをハイライトしどの様に対応しようかとのプランがあらかじめあったと 

思われる。 



 

 

そんな中、一部の過激化したデモ隊に対してトランプ政権のとった手段が、民主

党の地盤であるロサンゼルスでは、州兵の派遣であった。民主党の州知事ニュー

サムの要請なく州兵が配置されたのは、１９６５年にジョンソン大統領が南部

アラバマ州で動員して以来、６０年ぶりのことである。 

 

ニューサム氏は承認を経ず州兵を派遣したの

は違法だとして裁判所に訴えを起こした。大

統領の命令は憲法違反だと主張し、州兵派遣

の命令を取り消すよう求めた。 

 

州兵は米国の各州が１つずつ保有する軍事組

織を指す。正式名は国家警備隊で米軍とは別

の組織だ。州兵の規模は全米でおよそ４５万

人に及ぶ。平時は州知事が最高司令官で、災害対策や治安維持にあたる。ただ有

事として認定された際には大統領に指揮権が移り、米軍と連携して任務にあた

る。 

 

連邦法の運用を定めた合衆国法典の１０条では、外国の侵略や“反乱、または反

乱の危険”がある場合に大統領の指揮権を認めている。今回も反乱法の適用がな

されれば大統領の州兵派遣は憲法

違反ではないことになる。 

 

カリフォルニア州のニューサム知

事らは抗議デモが“平和的だった”

と主張する 

国土安全保障省の元高官は米ＣＮ

Ｎに大統領による州兵派遣は“重

大な危機が無い限り出来ない”と説き、“極端な過剰反応だ”と政権を批判した。 

 

元々トランプは今回のデモをきっかけに民主党のニューサム知事を陥れようと

していた確信犯であり、テキサス州の共和党の知事アポツトは、トランプの指示 

があったかも知れないがいち早く州兵を自ら招集した。 



 

 

米軍の総兵力は、前頁の米軍の軍事・警察組織にあるように約１４３万人である。 

米軍は昨年の時点で約３７万人の兵力を全世界に展開している。 

その中でドイツは約３万６０００人、日本約２万６０００人、韓国２万５０００

人とこの 3 国が特に多い。 

米国の警察官の数は約 120 万人、日本は約 26 万人と米国の 5 分の 1 と人口比か

らしても米国の警察官は数が多い。 

 

米軍は、陸軍・海軍・空軍・海兵隊・宇宙軍の 5 軍種からなる常備軍と、平時は

海上警備を主とした法執行機関としての役割もある沿岸警備隊を含めた 6 つの

軍種からなっておる。 

 



 

 

今回の不法移民摘発に反対するデモに、州兵や海兵隊を派遣したことに関連 

アメリカ軍の組織と規模について触れたが、今度は対イランの核施設に対する

攻撃にアメリカ軍が参加したことで、軍事力について参考になるのではないか

と思う。もしこのデモで死者が出るようなことになると、事態が一気に拡大する

懸念があり、その後の展開を読むのは難しくなろう。 

 

しかし差し当たりは米軍のイラン核施設の攻撃、とその報復の連鎖、イラン体制

崩壊の危機などに焦点が当たり、不法移民の摘発に対するデモ問題は陰に隠れ

てしまう可能性がある。 

 


